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研究成果の概要（和文）： 英国の初等・中等学校における人格・価値教育は、シティズンシップ教育、PSHE（Persona
l Social Health Economic）教育、宗教教育が、それぞれ独自性と共通性を持ちつつ展開されているが、それらがどの
ような政策と指針によって示され、実際に学校で、どのように翻訳され実践されているかを解明した。その際、比較教
育学、授業研究、教育心理学を専門とするものが共同して現地調査を行い、得られた知見を共有した。
　その結果、三者の連携に際して重要なのは子どもの効力感であり、そのための事例を、学校全体の取り組みや子ども
の言語活動に見出した。これらを学会等で発表するとともに論文にまとめた。

研究成果の概要（英文）：Personal and values education in England is put into practice through citizenship 
education; personal, social,  health, and economic education (PSHE) ; and religious education, which share
 commonalities while also remaining distinct. In this project, we examined what kinds of policy the centra
l government presents for personal and values education  and how these policies are implemented in differe
nt school settings. Three of scholars of comparative education, lesson studies, and educational psychology
 worked together to conduct field surveys and share the findings. One of the main findings is that student
 efficacy is the key factor when collaboration among the three types of personal and values education are 
embodied . We examined cases of the whole-school approach and verbal activities, for enhancing student eff
icacy. The findings were described in several articles and presented at conferences.
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１．研究開始当初の背景 
社会の変化やグローバル化が急速に進む

現代社会にあって、学校は新たな課題への対
応をせまられている。今それを、〈市民性〉〈社
会性〉〈宗教性〉というキーワードで捉えて
みると、それらは、我が国の従来の教科や領
域の枠組みの中で、必ずしも対応しきれるも
のではなくなってきている。我が国において
は、今後、こうした観点からの人格・価値教
育をどのようにすすめていくかを検討する
必要がある。 
 本研究で取り扱う英国（とくにイングラン
ド）は、近年世界的に注目され、また実践が
開始されているシティズンシップ教育をい
ち早く必修化したことで知られている。そし
て、同国のシティズンシップ教育に関しては、
我が国においてもすでに、いくつかの先行研
究がある。代表的なものとしては、池野範男
による 4年間にわたる科学研究費補助金研究
があげられる（『我が国を視点にした英国シ
ティズンシップ教育の計画・実施・評価・改
善の研究―地方行政局と大学と学校が連携
した教育 PDCA 開発―』（平成 17 年度～平
成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（A）
研究報告書：研究代表者：池野範男）。同研
究は、英国のシティズンシップ教育を「教育
行政」「教育課程」「教科書」「学校教育現場」
「教員養成」「教育評価」という６つの観点
からまとめており、英国のシティズンシップ
教育を体系的にとらえたものとして、評価さ
れている。 
 ところで本研究の代表者である新井は、こ
れまで研究代表者もしくは研究分担者とし
て関わってきた科学研究費の共同研究等に
より、英国における人格・価値教育の展開は、
a)従来から必修である宗教教育、b)人格や社
会性の発達のための教育として長く実践さ
れ 現 在 必 修 化 が 議 論 さ れ て い る
PSHE(Personal, Social, Health and  
Economic）教育、c)後に必修になったシティ
ズンシップ、の三つが連携したかたちで取り
組まれていることを明らかにした（柴沼晶
子・新井浅浩編著『現代英国の宗教教育と人
格教育（PSE）』東信堂、2001 年）。とりわ
けシティズンシップが必修化された 2002 年
以降は、シティズンシップ教育への注目度が
高くなったが、その詳細を見ると、ⅰ）単に
政治教育に限定したものではなく、ⅱ）子ど
もの人格形成を求めた総合的な展開を目指
しているものであり、ⅲ）その実践は、PSHE
教育の実践的蓄積の上に展開されたもので
あることを見出している（武藤孝典、新井浅
浩編著『ヨーロッパの学校における市民的社
会性教育の発展―フランス・ドイツ・イギリ
ス―』東信堂、2007 年）。このように、英国
の人格・価値教育の展開は、シティズンシッ
プ教育、PSHE 教育、宗教教育の連携という
観点からとらえることが大切である。 
 英国においてシティズンシップ教育必修
化 1 年目に中等学校 1 年生であった生徒が

2009 年に 18 歳を迎え、導入初期の混乱を経
て安定的な実践の段階に入ったことや、初等
学校でのシティズンシップや PSHE 教育の
必修化が議論されている今日、英国の人格・
価値教育は、新たな局面を迎えている。その
意味で、英国の学校における人格・価値教育
が、実際の学校レベル、授業レベルにおいて、
どのように実践され、またどのような問題
点・課題を抱えているかを詳細に把握するべ
き時期に来ているといえよう。 
また、本研究の代表者新井と分担者藤森は、

それぞれ比較教育学、教科教育学・授業研究
という異なる専門をもっているが、お互いを
補完しつつ、英国のいくつかの初等・中等学
校の定点観測による共同研究を進めてきた
（『イギリスの初等中等教育に関する調査研
究報告書』財団法人教科書研究センター 
2011 年 3 月）。その結果、近年の英国の学校
における授業実践において、様々な教科の中
で、思考スキルの育成、ICT の活用、新たな
評価方法の導入などに注目するべき進展を
見出している。人格・価値教育の実践の姿を
把握する上でも、これらの実践上の工夫が、
その効果にどのように寄与しているかを見
出すことが重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、英国の初等・中等学校における

人格・価値教育の実施状況を、〈市民性〉〈社
会性〉〈宗教性〉というキーワードによって
研究するものである。英国の学校においては
シティズンシップ教育、PSHE 教育、宗教教
育が、それぞれ独自性と共通性を持ちつつ展
開されているが、それらがどのような政策と
指針によって示され、また実際の学校におい
て、教師たちによってどのように翻訳され、
実践されているかを、三者の連携という観点
から解明するものである。このことにより、
新しい課題に対応するわが国の教科や教科
外領域の教育の在り方を模索する上での一
助となることを目指している。 
 
３．研究の方法 
１）英国において、新たな局面を迎えている
シティズンシップ教育、PSHE、宗教教育のそ
れぞれについて、政策文書や先行研究に基づ
き、そのカリキュラム構造や実践の指針を分
析し、その連携のありようを整理する。その
結果を現地調査の視点とする。 
２）上記の視点から、英国において典型的な
いくつかの地区において、代表校を訪問し、
校長・授業者へのインタビューや資料収集、
および詳細な授業観察にもとづき、シティズ
ンシップ教育、PSHE 教育、宗教教育が、そ
れぞれどのように実践され、また工夫されて
いるかを調査する。 
３）以上に基づき、英国における〈市民性〉
〈社会性〉〈宗教性〉をキーワードとした人
格価値教育の理念的・実践的特徴、問題点と
課題を究明する。 



４）実践的特徴を分析するに当たっては、
2012 年度から教育心理学を専門とする藤森
千尋が研究協力者として参加した。 
 
 
４．研究成果 
本研究では、人格・価値教育を、子どもが、
i）価値について学び、それを踏まえて ii)
自ら考え判断し、iii)行動する人間を育てる
と捉えた。英国においては、それらがシティ
ズンシップ教育、PSHE 教育、宗教教育の連
携により展開されているが、その政策および
学校における実践の姿を文献調査および3度
にわたる現地調査をもとに検討した結果、以
下のことが明らかになった。 
１）価値については、子どもたちが自らの道
徳的心情をささえている宗教的価値や、それ
とは違う価値についても知る宗教教育や、現
代的な諸問題においての価値について関連
する知識の提示を含めて行う PSHE 教育や、
その問題の中でもとりわけ民主主義価値に
ついて扱うシティズンシップがそれぞれ担
っているが、この三者が連携することによっ
て、扱う価値の内容は脱文脈化されないもの
となる。このことにより、学習内容のレリバ
ンスが担保されているといえる。 
２）子どもたちが、そうした価値の提示を受
けて、自ら考え判断するための取り組みは、
授業方法における設問の工夫、討議法の活用、
評価方法の工夫、に見出すことができる。こ
れらは、シティズンシップ教育、PSHE 教育、
宗教教育いずれの授業実践においても共通
して確認することができた。 
３）子どもたちが価値について知り、自らを
かかわらせて検討するだけでなく、行動に移
すのを目指すことは、イギリスにおいても重
視されている。本研究では、行動に移すため
には子どもが自己効力感を持つこが重要で
あると捉えた。シティズンシップ教育と
PSHE 教育が連携する意義の一つをここに
も見出すことができる。この知見は、イギリ
スのシティズンシップ教育必修化後 10 年に
わたりおこなわれた経年的包括的研究調査
の過程において、その実践的特徴の分析に際
し、カリキュラムの推進と参加行動の機会の
提供に加えて、生徒の効力感を高めることを
目指すという視点が浮き彫りにされたとの
指摘から得ることができた。 
４）自己効力感を高めるための実践的工夫は、
PSHE などのカリキュラムでセルフ・エスティ
ームについて取り扱うだけでなく、学校全体
での取り組みの事例や、個々の授業における
言語活動の充実の中に見出すことができた。 
 
 
 研究の期間中に交代した政権においては、
それまでのナショナルカリキュラムの全面
的な見直しを宣言し、改訂作業を続けた後、
2014 年からの新しいナショナルカリキュラ
ムを打ち出した。新しいナショナルカリキュ

ラムの体制下においては、基準として定める
知識やスキルの取り扱いについて大きな転
換をみせているが、このことは人格・価値教
育のあり方にも少なからず影響を及ぼすと
考えられる。教科を横断して汎用的スキルの
育成をすすめることを強調していた改訂前
のナショナルカリキュラムと違い、各教科に
ついては獲得するべき知識に絞り、獲得する
スキルはそれらの領域に固有なものとして
とらえていると考えられる新しいナショナ
ルカリキュラムでは、カリキュラム全体で、
その育成を目指すスキルが見えにくくなっ
ている。このことから、自己を調整する力な
どスキルの育成を全面に掲げている PSHE
教育の位置づけはこれまで以上に重要なも
のとなることが予想される。そしてそれが、
シティズンシップを教育や宗教教育と、どの
ように連携をとっていくのかについて、引き
続き学校における実践のありように注目し
ていくことが望まれよう。 
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